
和田堀公園調節池工事

工事説明会

日時 ： 平成30年9月13日 午後7時00分～午後8時30分

会場 ： 杉並区立松ノ木中学校 3階 特別活動室

東京都第三建設事務所
松尾建設株式会社
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善福寺川整備事業の概要
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善福寺川の概要

凡 例

河 川

区 ・ 市 境

○流域面積 18.3k㎡（中野区、杉並区、練馬区、武蔵野市）

○河川延長 10.5㎞ 下流端：神田川合流
上流端：杉並区善福寺町二丁目

神田川の流域界

善福寺川の流域界

和田堀公園調節池
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過去の代表的な水害

浸水棟数 1,659棟
うち床上： 1,024棟

床下： 635棟

H17.9. 4浸水

H17.8.15浸水

凡例

■平成17年9月の豪雨

妙正寺川、善福寺川上流部を中心に、9月4日夕方から５日未明にかけて時間最大100㎜以上
の激しい雨が降り、杉並区、中野区、新宿区で浸水家屋3,000戸以上の甚大な被害が発生。

・総雨量 ：263㎜ （下井草観測所・杉並区）
・時間最大雨量：112㎜/h（下井草観測所・杉並区）
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妙正寺川天神橋の様子



近年の降雨状況の変化
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出展：「東京都内の中小河川における今後の整備のあり方について最終報告書」（平成24年11月）より

■降雨の発生要因の変化
時間５０ミリを超える雷雨性降雨が増加傾向
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新たな整備方針における整備の考え方
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「中小河川における都の整備方針～今後の治水対策～」（平成24年11月）
「東京都豪雨対策基本方針（改定）」（平成26年6月）

■目標整備水準の引き上げ

これまでは
時間最大５０ミリの降雨に対応

区部河川は、
時間最大７５ミリの降雨に対応

■整備の考え方

時間５０ミリ降雨までは河道で対応。これを超える降雨は新たな調節池及び流域
対策※により対応

調節池

公園

掘込式
調節池

道路

流域対策

地下式
調節池

調節池は、道路下や公園等の公共空間を活用し効率的に整備

※流域対策
流域内に降った雨水を貯留、
浸透させて、河川への流出を
抑制する対策。
例）雨水貯留施設や透水性舗
装や浸透ますなど



神田川流域の改修状況
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■ 神田川及び善福寺川では１時間75㎜程度の雨に対応できるよう整備を進めている。
■ 整備にあたっては、川幅を広げることを基本に、調節池や分水路を組み合せる等、
効率的な対策を実施している。

凡 例

護岸整備率 善福寺川：約56％

平成29年度迄実施済

平成30年度実施予定

平成31年度以降実施

和田堀公園調節池



善福寺川（和田堀公園周辺）の改修状況

護岸改修済み

護岸未改修

H30年度改修箇所

和田堀公園調節池

和田堀第二調節池

和田堀第三調節池

和田堀第六調節池
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和田堀公園調節池工事及び善福寺川整備工事における工事用搬入路

２

護岸工事
大松橋架替

③善福寺川整備工事（その105）
9月下旬工事契約予定
12月上旬工事着手予定

②善福寺川整備工事（その104）その3
受注者 大木建設㈱

工期 Ｈ30.7.2 Ｈ31.12.12

 和田堀公園調節池工事その2
受注者 松尾建設㈱

工期 Ｈ30.6.29 Ｈ33.2.26

松
ノ
木
八
幡
通
り

※工事用車両の運行に際して
・周辺道路に交通渋滞を発生させないよう、工事間で台数等の調整を行います。
・交通誘導員の適切な配置等により、通学路に配慮した交通安全対策を行います。8



和田堀公園調節池事業の概要
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和田堀公園調節池事業について

：和田堀公園調節池事業地

：既設調節池施設

・近年の集中豪雨の増加を踏まえ、河道整備及び調節池等を合わせて、時間75mmの降雨に
対応する施設を整備
・公園計画に合わせて、和田堀第二・第三調節池を統合・拡張

⇒治水安全度の向上

事業目的

位置図
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完成イメージ図

平面図

調節池諸元

・ 貯留量 17,500m3

（25mプール約60杯分に相当）
・ 形状 掘込式調節池

（平常時は公園として利用できます）

調節池迂回路設置

二枚橋

越流堤 L=約100m

63.1m

110.6m

大松橋
架替工

護岸工 左岸 L=約80m
右岸 L=約150m 排水施設
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善福寺川



標準断面図
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調節池のイメージ①

平常時
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調節池のイメージ②

降雨時

善福寺川の洪水が越流堤を超えて調節池内に流入。
洪水を一時貯留し水害発生を防ぐ。
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調節池のイメージ③

降雨終了後

排水ポンプにより調節池内の貯留水を善福寺川に排水。
次の洪水に備える。
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調節池流入イメージ

取水時平常時
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調節池

越流堤



工事用車両搬入ルート

17※この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤地図情報を使用した。（承認番号 平29情使、 第1515号）

凡例

工事車両通行ルート

調節池事業地

通学路



搬入路整備工事

埋蔵文化財本調査

調節池工事

大松橋工事

公園整備工事

2021年度
（平成34年度）

2020年度
（平成32年度）

2021年度
（平成33年度）

2017年度
（平成29年度）

2018年度
（平成30年度）

2019年度
（平成31年度）

下部工
企業者工事

（東電、NTT、ガス、水道）
上部仕上けた架設

事業スケジュール

※ 実線部については、現場で作業を行います。
※ 現時点でのスケジュールであり、今後変更になる場合があります。
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和田堀公園調節池工事について
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工事概要

１．工事期間

２．施工時間

自 平成３０年 ９月下旬
至 平成３３年 ２月下旬（予定）

午前８：００ ～ 午後６：００

（午後５時重機作業終了、片付け後撤退完了を午後６時予定）

※ダンプ等大型車両は、原則午前8:30～午後6:00に通行。
（トレーラー等特に大きな車両を除く。）
※天候・施工条件等により、変更となる場合があります。

土曜、日曜、祝日は原則休工します。
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工事概要：全体平面図

調節池

迂回路設置

二枚橋

越流堤(5ﾌﾞﾛｯｸ)L=約100m

調節池 V=17,500

大松橋
橋台工

護岸工(右岸) L=約150m

排水施設

善福寺川

護岸工(左岸) L=約80m
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調節池工事
（地盤改良工、本体掘削
工、越流堤工、排水施設工)

護岸工事
(土留・仮桟橋工、

石積ﾕﾆｯﾄ護岸工、護床工)

橋梁工事
(大松橋橋台工、
迂回路、仮桟橋)

①

②

③

準備工

工事概要_施工フロー

善福寺川

調節池
本体掘削工
地盤改良工

排水施設工越流堤工護岸工

大松橋
橋台工

迂回路
仮桟橋

※低振動・低騒音の工法や機械を選定して工事を行います。
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１．関係機関等への連絡、許可申請を行います。

２．近隣住民の方々へ工事説明会を行います。

３．工事広報板の設置を行います。

４．現場事務所の設置を行います。

５．工事で使用する測量点及び工事範囲の地形を測量します。

６．機械ボーリングによる土層試料採取と土質試験を行います。

７．環境調査(家屋調査等)を専門機関に依頼し行います。

準備工
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準備工-現場事務所位置図

調節池事業地

現場事務所
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準備工-工事広報板等設置位置図

※工事広報板を工事範囲周辺に設置します。

》

》

③週間工程表掲示‥‥‥‥ 2箇所《凡例 》

現場事務所

調節池事業地

現場事務所

設置位置
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準備工-工事広報板掲示予定内容

広報板掲示（案）

和田堀公園調節池工事のお知らせ
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①調節池工事：撤去工、樹木移植

撤去工、樹木移植

粘性土遮水壁

本体掘削工、残土処分

越流堤工

ブロックマット

排水施設工

地盤改良工

テニスコート

移植先
：撤去・取壊し

：樹木移植

樹木移植前

工事の進捗に合わせて、支障となる
構造物の撤去をすると共に樹木の
移植等を行います。

床張工
等撤去

舗装版撤去

舗装版撤去
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撤去工、樹木移植

粘性土遮水壁

本体掘削工、残土処分

越流堤工

ブロックマット

排水施設工

地盤改良工

①調節池工事：地盤改良工

施工範囲

2
m

1.8m

1
2
.4
m

(掘
る
深
さ
)

(改
良
杭
高
さ
)

(改良杭直径)

地下水の侵入を防ぐため大型
クレーンに似た専用重機を
使って地中を真下に掘り固化
材を先端から噴射し、土と
混ぜる事で深部の地盤改良を
行います。

プラント設備

専用重機

善福寺川
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①調節池工事：粘性土遮水壁

サイロ

粉体供給機

水槽

スラリープラント

発電機

施工箇所

プラント設備

大型クレーン

専用重機

1
1
m

(深
さ
)

地下水の侵入を防ぐため、巨大な
チェーンソーに似た専用重機を使
って、連続した粘性土の壁を造り
ます。

善福寺川

撤去工、樹木移植

粘性土遮水壁

本体掘削工、残土処分

越流堤工

ブロックマット

排水施設工

地盤改良工
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①調節池工事：排水施設工

調節池に貯留した水を川へ排水する
施設です。仮設で山留めを行った後、
バックホウで掘り下げ、鉄筋コンク
リートの施設を造ります。

撤去工、樹木移植

粘性土遮水壁

本体掘削工、残土処分

越流堤工

ブロックマット

排水施設工

地盤改良工

平面図

断面図

善福寺川
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①調節池工事：本体掘削工、残土処分

バックホウ大型ダンプ

バックホウを使って、調節池の掘削
を行い、残土を大型ダンプで場外へ
運搬し処分します。

撤去工、樹木移植

粘性土遮水壁

本体掘削工、残土処分

越流堤工

ブロックマット

排水施設工

地盤改良工
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①調節池工事：越流堤工

A B C D E

※和田堀第6調節池（和田堀公園野球場）の越流堤

施工延長が100m程で、5ブロック
(A+B+C+D+E)に分けて造ります。
先にA-C-Eの3ブロックを進めて
完了後、残りのB-Dブロックを造
ります。排水施設同様、鉄筋コン
クリートの施設を造ります。

善福寺川

撤去工、樹木移植

粘性土遮水壁

本体掘削工、残土処分

越流堤工

ブロックマット

排水施設工

地盤改良工
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①調節池工事：ブロックマット

平面図

参考写真

施工範囲

排水施設工の周りを埋め戻した後、
バックホウを使って、調節池の斜面
の仕上げを行い、工場で作成した
ブロックマットをクレーンにて
設置します。

善福寺川
撤去工、樹木移植

粘性土遮水壁

本体掘削工、残土処分

越流堤工

ブロックマット

排水施設工

地盤改良工
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②護岸工事：仮設土留・仮締切工設置

仮設土留・仮締切工設置

仮桟橋工

石積ﾕﾆｯﾄ護岸工

護床工

仮設土留・仮締切工撤去切断

大型のクレーンで専用機械(油圧圧入
引抜機)の設置や鋼矢板の移動を行い、
専用機械で鋼矢板の設置を行います。

善福寺川
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②護岸工事：仮桟橋工

仮設土留・仮締切工設置

仮桟橋工

石積ﾕﾆｯﾄ護岸工

護床工

仮設土留・仮締切工撤去切断

大型クレーンを使って、専用の
鋼材を吊り込み、ボルトや溶接で
固定し設置します。

善福寺川

ラフタークレーン

仮橋・仮桟橋工
トレーラー

（調節池側）
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②護岸工事：石積ﾕﾆｯﾄ護岸工

仮設土留・仮締切工設置

仮桟橋工

石積ﾕﾆｯﾄ護岸工

護床工

仮設土留・仮締切工撤去切断

土台の基礎コンク
リート完了後、背
面に専用パネルを
設置。

表面の化粧パネル
を設置。

裏と表のパネルの
すき間にコンクリ
ート充填。

必要高さまで繰り返し
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②護岸工事：護床工

仮設土留・仮締切工設置

仮桟橋工

石積ﾕﾆｯﾄ護岸工

護床工

仮設土留・仮締切工撤去切断

金網製のかごの中に、石を詰込み
ます。かごの上面にも工場で石を
張ったものを設置します。

善福寺川
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②護岸工事：仮設土留・仮締切工撤去切断

仮設土留・仮締切工設置

仮桟橋工

石積ﾕﾆｯﾄ護岸工

護床工

仮設土留・仮締切工撤去切断

鋼材の切断・引抜を行います。
引抜きは、油圧圧入引抜機や
バイブロハンマーを使用します。

善福寺川
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③橋梁工事：仮設迂回路工

仮設迂回路工

橋梁部撤去工

橋梁部仮設工

橋台工

桟橋部

斜路部

桟橋部の覆工板の設置を行い、
斜路部のすりつけ及びアスファルト
舗装を行います。路肩に防護柵
(ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ)の設置を行います。
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③橋梁工事：橋梁部撤去工

仮設迂回路工

橋梁部撤去工

橋梁部仮設工

橋台工

現況写真

橋の両側の転落防止や舗装版を
撤去した後、橋げたの切断・撤去
を行い、土台のコンクリートを
取り壊します。

善福寺川
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③橋梁工事：橋梁部仮設工

仮設迂回路工

橋梁部撤去工

橋梁部仮設工

橋台工

断面部

大型のクレーンで専用機械(油圧圧入
引抜機)の設置や鋼矢板の移動を行い、
専用機械で鋼矢板の設置を行います。

善福寺川
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③橋梁工事：橋台工

仮設迂回路工

橋梁部撤去工

橋梁部仮設工

橋台工

断面部

バックホウで土台の基礎部まで掘り
下げて、基礎杭の施工後に鉄筋・
コンクリートで構築します。

平面部
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全体工程表

※天候等により、変更になる場合があります。
※工事の進捗によってはダンプトラックに加え、生コン車等が同日に通行する場合があります。

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

準 備 工

調 節 池 工 事

護 岸 工 事

橋梁工事(大松橋)

仮 設 工

後 片 付 け

工 事 用 車 両

平成30年 平成31年
工 種

平成32年 平成33年

トレーラー、セメントローリー トレーラー、ダンプトラック、生コン車 トレーラー、ダンプトラック トレーラー

最大通行期間:60台/日(ﾀﾞﾝﾌﾟ)

大松橋
迂回路切替

テニスコート閉鎖
周辺通路通行止め
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交通誘導員の配置について

交通誘導員

【対象車両（予定）】
・ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ
・ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ
・ﾄﾚｰﾗｰ車
・大型ﾄﾗｯｸ
・生ｺﾝ車
・ｾﾒﾝﾄﾛｰﾘｰ車

：工事車両通行ルート

１．大型の工事車両は原則午前8時30分から午後6時に通行します。
２．工事車両通行ルートには適宜交通誘導員を配置します。

調節池事業地

和田堀公園
野球場

大宮八幡宮

宮下橋

大宮橋

宮木橋

大松橋

二枚橋

済美橋

松ノ木
中学校

松ノ木
小学校

大宮
中学校
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迂回路と通行止め予定

善福寺川 善福寺川

善福寺川

大松橋迂回路工整備前
（～平成31年11月頃）

大松橋迂回路切替から調節池一次施工
（平成31年11月頃～平成32年3月頃）

調節池二次施工
（平成32年3月頃～）

・大松橋の取壊しに伴い、迂回路を
設置しますので、新しい橋が完成
するまで、仮設迂回路をご利用
ください。
※切替時期：平成31年11月頃(予定)

・調節池の工事に伴い、第二調節池
(テニスコート)の閉鎖及び周辺道路
の通行止めが今後発生します。
※切替時期：平成3２年３月頃（予定）

：作業範囲 ：通行路

第二調節池
(テニスコート)

第二調節池
(テニスコート)

第二調節池
(テニスコート)
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主な工事車両

※トレーラー等の特に大きな車両については、早朝(AM6時頃)
の搬入予定です。
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工事車両の表示プレート

東京都三建

松尾建設㈱
和田堀

東京都三建

松尾建設㈱

１）発注者である東京都第三建設事務所の表示→｢東京都三建｣
２）工事件名：和田堀調節池工事その２の表示→｢和田堀｣
３）受注者（工事担当）である会社名の表示→｢松尾建設㈱｣
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工事に伴う家屋調査について
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工事による近隣家屋への影響の有無について、

正確に判断する資料を得るため、工事の着手前と

完了後に家屋及び屋外の工作物を調査するもので
す。

→着手前と完了後の家屋内外の状態を比較し、工事が原因で被害が生じた
ことが確認された場合、家屋復旧調査を行った後、金銭にて賠償します。

※調査を辞退された箇所は、損傷と工事の因果関係を立証することが出来
なくなるため、ご自身で因果関係を証明して頂かない限り、賠償すること
が出来ません。

○家屋への影響が想定される工事内容（例）

・掘削、支持杭打ち込み時の振動など

家屋調査とは
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工事後工事前

家屋損害の補償について
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調査会社 株式会社中央クリエイト
調査内容 屋内：柱や床の傾斜測定

壁や建具等の状態把握（写真撮影含む）
屋外：壁や塀等の傾斜測定

土間や扉等の状態把握（写真撮影含む）

※調査の際には、皆様方のお立会いをお願いいたします。
※調査期間は未定です。
※撮影した写真を含む個人情報は厳重に管理いたします。

【調査員】

家屋調査の内容等
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工
事
説
明
会

※

工
事
着
手
前
家
屋
調
査

工
事
着
手

工
事
完
了

工事施工期間

・騒音調査

・振動調査

・地盤変動調査

・井戸水調査

腕章

家屋調査員身分証明書

家屋調査手順等
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工事後家屋調査 実施（外部への委託）

工事後家屋調査 取りまとめ

↓
工事による家屋被害の認定

↓
家屋復旧調査

↓
賠償額提示
↓

交渉・賠償額のお支払い（金銭による賠償）

家屋損害賠償の手順について
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工事に伴う家屋調査と家屋損害賠償について

工事による近隣家屋への影響の有無について、正確に判断する資料を
得るため、工事の着手前と完了後に家屋及び屋外の工作物を調査するも
のです。着手前と完了後の家屋内外の状態を比較し、工事が原因で被害
が生じたことが確認された場合、家屋復旧調査を行った後、金銭にて賠
償いたします。

【家屋への影響が想定される工事内容】

（例）掘削、鋼矢板、支持杭打ち込み時の振動など

家屋調査とは

屋内：柱や床の傾斜測定、壁や建具等の状態把握（写真撮影含む）

屋外：壁や塀等の傾斜測定、土間や扉等の状態把握（写真撮影含む）

※撮影した写真を含む個人情報は厳重に管理致します。

家屋調査の内容

家屋調査・家屋損害賠償の標準的な流れについて

はじめに

日頃より善福寺川整備事業にご理解、ご協力いただきありがとうござい
ます。工事は、近隣家屋へ影響を及ぼさないように十分留意して進めて参
ります。ここでは、工事に伴う家屋調査と損傷があった場合の損害賠償に
ついてご案内させていただきます。

注意事項

① 調査を辞退された箇所は、損傷と工事の因果関係を立証することが出来
なくなるため、ご自身で因果関係を証明して頂かない限り、賠償するこ
とができません。

② 工事前家屋調査～家屋復旧調査の間に家屋等の補修・外壁の塗装などを
行う際には、事前にご連絡ください。確認が出来ないまま家屋の補修等
が実施され、損傷と工事の因果関係を立証できなくなった場合には、賠
償することができません。

③ 家屋損害賠償は、金銭による賠償となります。また、損害賠償額は、被
害を認定した時点の単価を用いて統一した基準により算定します。

工
事
説
明
会

工
事
前
家
屋
調
査

工
事
着
手

・騒音調査
・振動調査
・地盤変動調査
・井戸水調査

工
事
完
了

家
屋
被
害
等
の
有
無
意
見
聴
取

工
事
後
家
屋
調
査

工
事
に
よ
る
家
屋
被
害
の
認
定

家
屋
復
旧
調
査

賠
償
額
の
提
示

賠
償
額
支
払

示
談
締
結

工事施工期間

東京都第三建設事務所
工事第二課

※1 工事の影響が複数の工事にまたがる場合には、影響する全ての工事が完了した時点となります。

※2 記載の期間はおおよその目安です。対象件数、内容、規模によって変更となることがあります。

※１

工事完了～６か月 ６～10か月 12か月 14～16か月 16か月～ ※2

被害発生

変化なし

家屋等の調査に伺います。

※調査は、都が委託
した民間の調査会社
が行います。

調査員調査員

（問合せ先）東京都第三事務所工事第二課

工事担当(03)3387-2103 渉外担当(03) 3387-2104

別紙1
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家屋調査対象範囲

55

工事範囲
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問い合わせ先

発注者
東京都第三建設事務所 工事第二課

工事全体に関すること
工事担当 青木、加瀬 ℡ 03-3387-2103

工事の内容や施工方法に関すること
設計担当（調節池整備担当）岡田、外山 ℡ 03-3387-6250

受注者
松尾建設株式会社

現場代理人 松尾 真一 ℡ 03-3314-3345
℡ 080-8590-8914

監理技術者 辻 信一

工事WEBサイト http://www.matsuo-tokyosuginami.jp
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